
　　　　　　　　　　

道輪口説
（本調子）

　１．空も長月　初めごろかや　　四方の紅葉を

　２．染める時雨に　濡れて牡鹿の

　　　なくも寂しき　折りに告げくる

　３．雁の初音に　心浮かれて　互に打ち連れ

　４．出づる野原の　桔梗刈萱　萩の錦を

　５．きても見よとや　招く尾花が　袖の夕風

　６．吹くも身にしむ　夕日入江の　海士の子供や

　７．棹のしずくに　袖を濡らして　波路はるかに

　８．沖に漕ぎ出で　月は東の

　　　山の木の間に　今ぞほのめく

１．空も長月（旧９月）の初め頃になり
　　四方の景色も紅葉の季節になってきた

２．降りしきる時雨に濡れて牡鹿が鳴く声が
　　寂しく時折聞こえてくる

３．雁の初音に心を誘われて
　　共に野山に出てみた

４．出てみた野原には桔梗や苅萱や萩が
　　錦のように彩られている

５．来てみよとばかりに招く尾花に近づくと
　　袖には秋の夕風が吹いている

６．秋風が身にしみるというのに
　　夕日に映える入江の海士の子供のことが
　　偲ばれる

７．船を漕ぐ竿のしずくに
　　袖を濡らして沖のほうへ

８．沖に漕ぎ出ると月は山の木々の間から
　　ちらほらと見えている
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(本調子）　尺　＝　尺#

　１．空も長月　初めごろかや　　四方の紅葉を
　２．染める時雨に　濡れて牡鹿の　なくも寂しき　折りに告げくる
　３．雁の初音に　心浮かれて　互に打ち連れ
　４．出づる野原の　桔梗刈萱　萩の錦を
　５．きても見よとや　招く尾花が　袖の夕風
　６．吹くも身にしむ　夕日入江の　海士のこどもや
　７．棹のしずくに　袖を濡らして　波路はるかに
　８．沖に漕ぎ出で　月は東の　山の木の間に　今ぞほのめく
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